
第32回海洋開発シンポジウム
2006年7月10日［火］―11日［水］

8．見 学 会：（1）日　時：2007年7月11日（水）午前の部（10:00～11:15）、午
後の部（13:00～14:15）

（2）コース：長崎港内クルージング（雨天時は別途予定）
（3）参加費：無料
（4）定　員：午前午後ともに40名程度

＊申込方法：懇親会、見学会とも7月10日（火）10:00～　
シンポジウム会場総合受付にてお申込みください。

９．シンポジウム関連イベント「海の移動教室」

（1）日　時：2007年7月9日（月）10:00～17:30
（2）場　所：長崎港、新長崎漁港、長崎県総合水産試験場など
（3）対　象：長崎近郊の小・中学校の理科担当の先生
（4）定　員：25名程度

＊プログラム等の詳細につきましては、土木学会海洋開発委員会のホーム

ページをご覧ください

（http://www.jsce.or.jp/committee/ocean/index.html）

＊本シンポジウムは、土木学会CPD（継続教育）プログラムとして認定され

ています。

＊問合せ先―土木学会・研究事業課（担当：岩西）

TEL：03-3355-3559 メール：iwanishi@jsce.or.jp

1

1．主　　催：土木学会（担当：海洋開発委員会）
2．開催期日：2007年7月10日（火）～11日（水）
3．会　　場：長崎ブリックホール

（〒852-8104長崎市茂里町2-38
電話：095-842-2002，FAX.095-842-2330、
http://www1.city.nagasaki.nagasaki.jp/brick/）

4．参加方法：参加無料、自由参加
（事前申込みは不要です．当日会場へ直接ご来場下さい）。

5．論 文 集：論文集（CD付）は、委員会ホームページにて事前販売いたします。
購入希望の方は、事前購入をお願いします。
価格：6,800円（税込、送料別）
購入申込期限は、6月25日（月）17：00（厳守）
論文集は、請求書類を同封して、6月下旬に発送いたします。

6．発表時間：1論文17分（発表12分、討議5分）
7．懇 親 会：（1）7月10日（火）19:00～21:00

（2）グラバー園（貸切の路面電車にて移動予定、茂里町18:00
発大浦天主堂下18:40着）

（3）参加費：7000円

時　間 

9:00 － 9:10 

9:15 － 10:40 

10:40 － 10:50 

10:50 － 12:15 

12:15 － 13:15 

13:15 － 14:40 

14:40 － 15:00 

15:00 － 17:20

第１会場 

開会挨拶 

防災（1） 

 

防災（2） 

 

防災（3） 

 

特別セッション2：沿岸防災－沿岸防災施設のア

セットマネジメントの導入に向けた展望と課題－ 

第２会場 

 

施工･維持管理（1） 

 

施工･維持管理（2） 

 

水産（1） 

第３会場 

 

沿岸の環境（1） 

 

沿岸の環境（2） 

 

沿岸の環境（3） 

 

第４会場 

 

構造物（1） 

 

構造物（2） 

 

構造物（3） 

第５会場 

 

漂砂・海浜変形（1） 

 

漂砂・海浜変形（2） 

 

漂砂・海浜変形（3） 

休憩 

休憩 

昼食・休憩 

休憩 

休憩 

休憩 

昼食・休憩 

1日目：7月10日（火） 

時　間 

9:00 － 10:25 

10:25 － 10:35 

10:35 － 12:00 

12:00 － 13:00 

13:00 － 14:25 

14:25 － 14:35 

14:35 － 16:00 

16:00 － 16:10 

16:10 － 17:35 

17:40 － 17:50

第１会場 

防災（4） 

 

設計（１） 

 

設計（2） 

 

計画・管理（1） 

 

計画・管理（2） 

閉会挨拶 

第２会場 

沿岸域生態系（1） 

 

沿岸域生態系（2） 

 

沿岸域生態系（3） 

 

沿岸域生態系（4） 

 

沿岸域生態系（5） 

第３会場 

沿岸の環境（4） 

 

海洋の利用（1） 

 

海洋の利用（2） 

 

水質改善・浄化（1） 

 

水質改善・浄化（2） 

第４会場 

構造物（4） 

 

構造物（5） 

 

水産（2） 

 

水産（3） 

 

海洋の利用（3） 

 

第５会場 

海岸施設 

 

底質および懸濁物質 

 

漂砂・海浜変形（4） 

 

漂砂・海浜変形（5） 

 

漂砂・海浜変形（6） 

2日目：7月11日（水） 

特別セッション1：大水深海域の水産利用の促進を目

的とした技術開発 


